
第３回
定例会

　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
議
案
は
専
決
処
分
の
承

認
に
関
す
る
も
の
２
件
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
７
件
、
組
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
も
の
１
件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
決
算
認
定
に
関
す
る
も
の
７
件
、
令
和
３
年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
関
す
る

も
の
１
件
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
補
正
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の
５
件
、
町
道
路
線
の
廃
止
認
定
に
関
す
る

も
の
１
件
、
人
事
案
件
に
関
す
る
も
の
１
件
の
合
計
25
案
件
で
、
全
議
案
と
も
承
認
、
可
決
、
認
定
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
議
さ
れ
た
「
国
葬
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
案
」
が
否
決
さ
れ
、「
大
雨
災
害
に
対
す
る
越
辺
川
の
早
期
河
川
改
修
を
求

め
る
意
見
書
案
」
及
び
「
大
雨
災
害
に
対
す
る
鳩
川
改
修
工
事
の
早
期
完
成
を
求
め
る
意
見
書
案
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　決算審査特別委員会の設置に先立ち、令和3年度の
決算については町長・教育長に総括的な質疑を行いま
した。
　議員本人が要約し、執筆した原稿を掲載しています。総括質疑　４議員が登壇

町長に問う町長に問う！！

大
賀
　
広
史 

議
員

問　

実
質
公
債
費
比
率
及
び

将
来
負
担
比
率
は
増
加
の
一

途
を
辿
り
、
起
債
総
額
に
お

け
る
１
人
当
た
り
の
残
高
も

上
が
っ
て
い
る
。
近
年
の
起

債
依
存
の
ハ
コ
モ
ノ
行
政
の

結
果
で
は
な
い
か
。

答　

実
質
公
債
費
比
率
は
前

年
度
よ
り
０
・
３
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
た
が
、
将
来
負
担
比

率
は
90
・
１
％
と
29
・
１
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
た
。
起
債
総

額
の
約
４
割
は
交
付
税
措
置

が
あ
り
、
す
ぐ
に
財
政
破
綻

と
い
う
状
況
で
は
な
い
。
今

後
と
も
財
政
健
全
化
に
向
け
、

計
画
的
に
取
り
組
む
。
こ
こ

数
年
の
施
設
整
備
事
業
は
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
要
望
を
お

聞
き
し
た
結
果
で
も
あ
る
の

で
ご
理
解
願
い
た
い
。

日
坂
　
和
久 

議
員

問　

令
和
３
年
度
町
政
運
営

に
つ
い
て
、
⑴
「
将
来
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
施
策
の
取

組
み
」
⑵
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
を
含
む
社
会
構

造
の
変
化
等
に
対
す
る
施
策

の
取
組
み
」
各
々
の
成
果
は
。

ま
た
、
建
設
事
業
町
債
発
行

上
限
１
億
円
の
結
果
は
。　

答　

⑴「
北
部
地
域
活
性
化
」

で
は
、
道
路
や
た
め
池
整
備

を
実
施
し
た
。
今
宿
仮
宿
地

区
は
都
計
法
34
条
12
号
区
域

指
定
と
な
り
、
企
業
誘
致
に

向
け
前
進
し
た
。
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
町
外
・
土
日
運

行
の
準
備
が
整
っ
た
。

　

⑵
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
、
各
方
面
の
支
援

策
を
実
施
。
町
独
自
の
Ｄ
Ｘ

事
業
も
実
施
し
た
。
ま
た
、

建
設
事
業
債
は
１
４
１
０
万

円
だ
。

関
根
　
清
隆 

議
員

歳
出
全
般
で
物
品
購
入
費
の

節
約
に
つ
い
て

問　

少
な
い
財
源
を
有
効
に

使
う
た
め
の
節
約
方
法
は
。

答　

一
般
財
源
枠
配
分
方
式

に
よ
り
、
予
算
枠
が
与
え
ら

れ
た
所
管
課
で
は
、
よ
り
多

く
の
事
業
を
実
現
し
た
い
た

め
に
、
補
助
金
の
活
用
や
節

約
の
努
力
が
な
さ
れ
る
。

問　

ネ
ッ
ト
通
販
や
中
古
品

を
使
っ
て
、
最
安
値
の
製
品

を
購
入
し
て
い
る
か
。

答　

契
約
規
則
で
は
事
務
手

続
き
上
、
見
積
書
等
が
必
要

だ
が
、
ネ
ッ
ト
通
販
・
中
古

品
で
は
、
こ
れ
ら
を
事
前
に

入
手
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

今
後
、
時
代
に
合
わ
せ
法
令

改
正
等
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

町
の
事
務
手
続
き
を
含
め
研

究
し
た
い
。

根
岸
　
富
一
郎 

議
員

問　

災
害
復
旧
な
ど
、
財
政

調
整
基
金
を
い
く
ら
必
要
と

考
え
て
い
る
か
。

答　

標
準
財
政
規
模
の
10
％

か
ら
20
％
で
、
４
億
か
ら

８
億
円
だ
。

問　

国
庫
補
助
金
な
ど
は
、

い
つ
採
択
さ
れ
る
か
。

答　

内
容
に
よ
っ
て
違
う
の

で
一
概
に
は
言
え
な
い
。

問　

住
民
要
望
を
実
現
し
よ

う
と
考
え
た
ら
、
決
意
す
る

こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

答　

持
続
可
能
な
財
政
基
盤

を
確
立
し
、
安
定
し
た
行
財

政
運
営
へ
の
転
換
を
図
り
、

必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
維

持
で
き
る
よ
う
実
現
さ
せ
て

い
る
。

問　

執
行
残
を
こ
ま
め
に
積

み
立
て
る
こ
と
も
重
要
で
は

な
い
か
。

答　

各
担
当
で
経
費
節
減
を

図
り
、
実
現
さ
せ
て
い
る
。

町営路線バス利用で来訪者増に期待を!町営路線バス利用で来訪者増に期待を!

令和３年度一般会計・特別会計等決算を認定‼令和３年度一般会計・特別会計等決算を認定‼
一般会計決算歳入62億7100万円　歳出59億8100万円一般会計決算歳入62億7100万円　歳出59億8100万円 「ちょっくま」と路線バス「ちょっくま」と路線バス

問

問

問問

問問問問

答

答

答答

答答答答
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決
算
審
査

特
別
委
員
会

歳
　
入

歳
　
出

固
定
資
産
税

問　

固
定
資
産
税
の
滞
納
額

は
い
く
ら
か
。

答　

１
９
６
９
万
円
。
令
和

２
年
度
比
83
・
５
％
増
だ
。

問　

滞
納
増
の
要
因
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
約
１
５

０
０
万
円
の
徴
収
猶
予
申
請

が
あ
っ
た
。

地
方
特
例
交
付
金

問　

地
方
特
例
交
付
金
が
増

え
た
要
因
は
何
か
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
、
町

の
減
収
補
填
と
し
て
交
付
さ

れ
た
。

太
陽
光
発
電
電
力
余
剰
売
却

問　

小
中
学
校
太
陽
光
発
電

電
力
余
剰
売
却
分
の
減
額
は

な
ぜ
か
。

町
営
路
線
バ
ス

問　

町
営
路
線
バ
ス
の
町
内

か
ら
越
生
駅
ま
で
の
利
用
者

数
は
。

答　

１
日
平
均
７
・
７
人
。

問　

上
熊
井
農
産
物
直
売
所

バ
ス
停
の
利
用
者
数
（
ひ
と

月
）
は
。

答　

高
坂
駅
行
25
人
、
越
生

駅
行
11
人
。

黒
松
松
葉
の
調
査

問　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度

分
析
業
務
の
検
査
目
的
は
。

答　

新
ご
み
焼
却
施
設
の
運

営
協
定
に
基
づ
き
、
町
内
の

安
全
対
策
と
し
て
実
施
。

問　

結
果
は
ど
う
か
。

答　

国
の
大
気
環
境
基
準
等

か
ら
見
て
低
い
状
態
で
あ
る
。

学
童
保
育

問　

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
で
は
、
児
童
数
の
増
加

に
よ
り
、
保
育
室
が
狭
く
密

状
態
の
施
設
が
あ
る
。
感
染

予
防
に
は
拡
張
が
必
要
だ
が

い
か
が
か
。

答　

今
後
も
増
加
傾
向
の
施

答　

パ
ネ
ル
の
経
年
劣
化
に

よ
り
発
電
量
が
下
が
っ
て
い

る
。

令
和
３
年
度

一
般
会
計
決
算

設
が
あ
る
。
拡
張
等
の
検
討

を
し
て
い
く
。

総
合
相
談
支
援

問　

総
合
相
談
支
援
事
業
の

経
済
的
相
談
内
容
と
相
談
数

を
伺
う
。

答　

経
済
的
困
窮
88
件
、
債

務
・
金
銭
問
題
53
件
、
家
計

の
管
理
等
48
件
な
ど
だ
。

新
規
就
農
支
援

問　

新
規
就
農
総
合
支
援
事

業
（
経
営
開
始
型
）
に
お
い

て
、
新
規
就
農
者
が
増
え
て

い
な
い
理
由
を
伺
う
。

答　

鳩
山
町
で
生
業
と
し
て

就
農
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

観
光
マ
ッ
プ

問　

観
光
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

近
隣
自
治
体
や
町
内
施
設
等

へ
設
置
し
た
が
、
鉄
道
駅
へ

の
設
置
は
い
か
が
か
。

答　

現
在
、
鉄
道
駅
に
は
設

置
し
て
い
な
い
。
町
外
か
ら

の
来
訪
者
を
増
加
さ
せ
る
た

め
、
今
後
実
施
し
た
い
。

盛
土
造
成
地

問　

盛
土
造
成
地
第
２
次
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
計
画
優
先
度

評
価
業
務
を
実
施
し
た
。
結

果
は
い
か
が
か
。

答　

擁
壁
の
ズ
レ
、
地
下
水

が
染
み
出
て
い
る
等
の
変
状

が
11
箇
所
判
明
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
図
書
館

問　

デ
ジ
タ
ル
図
書
館
に
つ

い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
初
期

費
用
は
い
く
ら
か
。

答　

導
入
業
務
２
９
９
万
円
、

電
子
書
籍
使
用
料
２
０
３
５

万
円
か
か
っ
た
。

問　

財
源
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

問　

各
学
校
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
移
行
し
、

校
長
策
定
の
運
営
方
針
を
承

認
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た

が
、
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

答　

会
議
の
回
数
を
増
や
す

た
め
の
予
算
措
置
を
検
討
す

る
。

令和３年度一般会計決算（歳出） 令和３年度一般会計決算（歳入）

※その他は、諸収入、地方譲与税、寄附金などです。
※万円未満四捨五入のため、構成比が合わない場合があります。

※その他は、商工費、労働費、諸支出金などです。
※万円未満四捨五入のため、構成比が合わない場合があります。

地方交付税

町税

国庫支出金

県支出金

町債

地方消費税交付金

繰越金

繰入金

分担金及び負担金

ゴルフ場利用税交付金

その他

27.3%

26.8%

14.8%

6.3%

4.7%

4.7%

3.4%

2.9%

2.5%

1.5%

5.1%

17億1,228万円

16億8,132万円

9億2,653万円

3億9,748万円

2億9,606万円

2億9,306万円

2億1,299万円

1億7,981万円

1億5,690万円

9,453万円

3億1,989万円

民生費

総務費

公債費

衛生費

教育費

土木費

消防費

農林水産業費

議会費

その他

29.3%

26.4%

10.9%

8.0%

7.5%

7.0%

5.2%

4.0%

1.4%

0.3%

17億5,442万円

15億7,910万円

6億5,078万円

4億7,676万円

4億4,864万円

4億2,019万円

3億1,171万円

2億3,993万円

8,072万円

1,873万円

グラフの見方：項目・構成比・金額

答 答答答 答 答 答 答

答

答答答

答答答

問問問

問 問 問 問

問

問問問

問問問

問

問 答答答

はとやま議会だよりNo.158　45　はとやま議会だよりNo.158



　

令
和
３
年
度
と
言
え
ば
、

鳩
山
町
不
正
事
件
が
発
覚

し
、
容
疑
者
が
逮
捕
・
起
訴

さ
れ
た
年
度
で
あ
る
。
こ
の

事
件
の
影
響
で
、
ご
み
焼
却

施
設
建
設
に
伴
う
地
元
対
策

事
業
交
付
金
２
億
円
が
突
然

８
月
に
皆
減
さ
れ
た
。
地
元

の
環
境
保
全
対
策
協
議
会
は

組
合
に
対
し
公
開
質
問
状
を

送
達
し
、
町
も
努
力
し
た
が
、

交
付
額
は
当
初
予
算
よ
り

６
０
０
０
万
円
も
先
送
り
さ

れ
た
。
地
元
の
皆
さ
ん
の
心

労
を
思
い
出
し
、
決
算
に
は

賛
成
で
き
な
い
。�

（
森
）

上
熊
井
農
産
物
直
売
所

（
ち
ょ
っ
く
ま
）
と
泉
井
交

流
体
験
エ
リ
ア
は
、
令
和
３

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
両
施

設
と
も
地
域
農
業
を
振
興
す

る
目
的
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
後
継
ぎ
等
は

育
っ
て
い
る
の
か
。

　

集
会
所
の
建
物
や
厨
房
な

ど
の
更
新
は
、
地
域
の
人
だ

け
で
は
難
し
く
な
り
、
地
域

要
望
に
叶
っ
て
い
な
い
。

�

（
根
岸
）

　

令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
の
収
束
が
見
通
せ

な
い
中
、
国
交
付
金
を
財
源

と
し
、
多
く
の
支
援
事
業
を

積
極
的
に
行
っ
た
。
他
で
は
、

行
政
組
織
改
正
の
推
進
、
福

祉
に
お
け
る
地
域
共
生
社
会

へ
の
取
り
組
み
、
交
通
政
策

で
は
デ
マ
ン
ド
の
利
便
性
の

向
上
促
進
等
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
ま
た
、
建
設
事
業
の
町

債
も
１
億
円
以
下
に
抑
え
た
。

　

即
座
に
対
応
す
べ
き
こ
と

が
な
さ
れ
、
将
来
の
発
展
に

つ
な
げ
る
課
題
に
は
果
敢
に

取
り
組
ん
で
い
る
。�（
日
坂
）

　

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
早
速
そ
の
効
果
が
現
れ
、

将
来
負
担
比
率
が
大
幅
に
減

少
し
、
今
後
も
起
債
上
限

１
億
円
が
継
続
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
健
全
化
の
期

待
が
で
き
る
。
ま
た
、
財
政

調
整
基
金
の
約
３
億
円
の
積

み
立
て
が
で
き
、
本
年
７
月

の
豪
雨
被
害
に
貢
献
で
き
た

こ
と
。
並
び
に
不
正
事
件
の

再
発
防
止
策
を
確
立
し
、
健

全
な
入
札
が
実
現
で
き
る
こ

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

と
に
よ
り
、
財
政
健
全
化

の
足
掛
か
り
が
で
き
、
今
後

の
財
政
運
営
を
期
待
し
た
い
。

�

（
石
井
徹
）

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算

介
護
保
険

特
別
会
計
決
算

水
道
事
業会

計
決
算

　

財
政
調
整
基
金
が
４
億
１

０
０
０
万
円
も
あ
る
の
に
、

国
保
税
を
年
度
内
に
引
き
下

げ
な
か
っ
た
。�

（
根
岸
）

　

令
和
３
年
度
は
、
施
設
の

入
浴
介
助
、
介
護
報
酬
改
定

な
ど
加
算
し
、
利
用
す
る
住

民
の
費
用
が
上
が
っ
た
。

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
が

３
３
４
７
万
円
も
増
え
た
が
、

介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
ら

れ
な
か
っ
た
。�

（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

問　

不
納
欠
損
額
６
５
２
万

円
の
処
分
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

執
行
停
止
後
３
年
継
続

に
よ
る
消
滅
４
件
、
徴
収
不

能
29
件
、
５
年
経
過
時
効
に

よ
る
消
滅
12
件
。

問　

介
護
給
付
費
準
備
基
金

繰
入
金
５
２
９
万
円
の
理
由

は
。

答　

令
和
３
年
度
は
給
付
費

が
減
額
と
な
っ
た
。

問　

過
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
は
い
く
ら
か
。

答　

５
億
８
１
３
０
万
円
。

問　

料
金
回
収
率
は
何
％
が

よ
い
の
か
。

答　

１
０
０
％
以
上
が
良
好

で
あ
る
。

問　

水
道
料
金
の
値
上
げ
が

必
要
か
。

答　

具
体
的
に
積
算
し
て
い

な
い
。

基金（一般会計分）年度別現在高の推移
（単位：千円）（単位：千円）

29年度 30年度 元年度 2年度 3年度
財 政 調 整 基 金 204,788 201,178 220,178 321,739 626,886

減 債 基 金 189 189 189 189 100,189

ふ る さ と づ く り 基 金 203,196 202,198 202,201 206,202 210,204

　 う ち 現 金 7,242 6,245 6,247 10,249 14,250

土 地 開 発 基 金 211,270 211,270 211,271 211,271 211,271

　 う ち 現 金 3,101 3,101 3,101 3,102 3,102

地 域 福 祉 基 金 13,955 9,820 5,681 5,686 4,984

役 場 庁 舎 等 改 修 基 金 14,114 14,125 9,609 7,918 77,919

ま ち づ く り 応 援 基 金 9,104 12,908 17,442 29,061 42,540

北 部 地 域 活 性 化 基 金 30,685 17,249 8,189 9,865 11,304

合　　計 687,301 668,937 674,760 791,931 1,285,297

答答

答答答

問問

問問問
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発
議
第
４
号

「
国
葬
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
案
」

　

安
倍
首
相
の
国
葬
は
、
官

公
庁
並
び
に
学
校
に
も
黙
と

う
等
の
儀
礼
は
強
制
し
て
い

な
い
。
一
方
で
海
外
か
ら
は

要
人
の
参
列
が
多
数
見
込
ま

れ
て
お
り
、
貴
重
な
外
交
の

場
に
も
な
る
。
十
分
な
安
全

を
確
保
し
た
上
で
、
国
葬
と

し
て
執
り
行
う
こ
と
が
最
適

と
考
え
る
。�

（
森
）

　

国
葬
を
行
う
た
め
に
は
、

国
民
の
大
多
数
が
賛
成
す
る

必
要
が
あ
り
、
国
民
の
意
見

が
大
き
く
割
れ
て
い
る
現
状

を
考
慮
し
、
撤
回
す
べ
き
で

あ
る
。�

（
関
根
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
が
改
正
さ
れ
る
と
、
町
税

が
減
額
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

基
金
繰
入
、
繰
越
金
な
ど

を
見
る
と
、
多
く
の
住
民
要

望
が
で
き
た
と
考
え
る
の
で

反
対
。�

（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

賛
成
少
数
で
否
決

（
要
旨
）

　

国
会
で
の
審
議
も
さ
れ
ず
、

閣
議
で
決
定
し
、
国
民
の
理

解
が
な
い
ま
ま
に
国
葬
を
開

催
す
る
こ
と
は
、
民
主
主
義

を
掲
げ
る
我
が
国
が
な
す
べ

き
こ
と
で
は
な
い
。

■
意
見
書
へ
の
各
討
論

甚大な被害を2度と起こさないための意見書、それぞれ全会一致で可決甚大な被害を2度と起こさないための意見書、それぞれ全会一致で可決

専
決
処
分
の
承
認

（
一
般
会
計
補
正

予
算
第
４
号
）

一般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

令
和
４
年
７
月
12
日
の
大

雨
で
公
共
施
設
等
に
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
７

月
15
日
に
令
和
４
年
度
鳩
山

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
を
専
決
処
分
し
、
歳

入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１

０
０
万
円
の
追
加
。

　

世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
に
よ
る
原
油
価
格
、
液
化

天
然
ガ
ス
価
格
等
が
高
騰
し

て
い
る
こ
と
な
ど
の
影
響
を

受
け
た
公
共
施
設
へ
の
不
足

分
の
対
応
、
並
び
に
、
７
月

12
日
の
豪
雨
災
害
対
策
費
他

の
、
今
後
必
要
と
見
込
ま
れ

る
額
を
増
額
計
上
し
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
６
９
９

０
万
円
の
追
加
。

問　

地
方
交
付
税
の
１
億
９

９
０
万
円
が
増
え
た
理
由
は
。

答　

基
準
財
政
需
要
額
か
ら

生
じ
た
７
０
０
０
万
円
、
並

び
に
臨
時
財
政
対
策
債
で
生

じ
た
約
４
０
０
０
万
円
の
合

計
額
。

問　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、

３
０
０
０
万
円
計
上
の
算
出

基
準
は
。
並
び
に
税
金
の
控

除
は
。

答　

最
大
寄
附
限
度
額
の
１

割
を
見
込
ん
だ
。
控
除
額
は

損
金
算
入
３
割
、
更
に
法
人

関
係
税
控
除
６
割
で
、
９
割

ま
で
の
効
果
が
得
ら
れ
る
。

問　

被
災
し
た
３
台
の
農
業

用
揚
水
ポ
ン
プ
の
補
助
は
。

答　

豪
雨
被
害
で
あ
り
１
０

０
％
町
の
補
助
で
新
規
購
入

す
る
。

主な一般会計補正予算（4号）
＜歳入＞

・財政調整基金より� 9,850万円

＜歳出＞
・楓ヶ丘3丁目災害復旧工事関係
� 5,700万円
・�大橋泉井クリーン施設フェンス・ポン
プ修繕費� 160万円
・災害見舞金� 90万円
・災害ゴミ搬出処分事業� 500万円
・被災道路復旧工事費� 2,200万円

主な一般会計補正予算（第5号）
＜歳入＞

・地方交付税の増額� １億999万円
・財政調整基金より� 8,174万円
・前年度繰越金� 1億5,500万円

＜歳出＞
・5回目コロナワクチン接種事業
� 656万円
・子ども子育て支援事業� 1,045万円
・町道第2号線外災害復旧工事関係
� 9,600万円
・災害ゴミ搬出処分事業� 600万円
・町道維持補修業務� 4,850万円
・ため池復旧工事費� 3,890万円

「発議第5号」大雨災害に対する越辺川の早期河川改修工事を求める意見書案
並びに「発議第6号」大雨災害に対する鳩川改修工事の早期完了を求める意見書案

「発議第5号は国へ」「発議第6号は県に」それぞれ意見書を提出

発議第5号意見書案（要約）
　令和4年7月12日に発生した大雨では、鳩山町の観測史上最大の降雨量を記録し、河川の氾濫により人的被害
1名、床上及び床下浸水68件など甚大な被害が発生した。
　これは1級河川「越辺川」と「鳩川」との合流付近における河川改修が完了していないことが大きく影響し
ている。当該付近においては令和元年の台風19号においても同様な被害を受けており、周辺地域の住民の不安
は、ますます増大しています。安心安全なまちづくりと町民の生命財産を守るため、早期に越辺川の改修に着
手するとともに、早期の改修工事を完了するよう強く求めます。

発議第6号意見書案（要約）
発議第5号と同様の内容であり、相違する部分のみを掲載。
これは1級河川「鳩川」の未改修区間における河川改修が完了していないことが大きく影響している。

答

答

答 問

問

問
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